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⒈ 健康と福祉について 

 

 

【質問趣旨】 

 SDGs ゴール３（すべての人

に健康と福祉を）の目標達成

を目指し、健康寿命の延伸・

がん対策・生活習慣病予防施

策等のインセンティブ（行動

を促がす動機づけ）について

多様性にも着眼し、健康診査

等について伺う。 

 特に、健康と福祉のヘルス

ケア分野での社会問題の解決

を目指し、新たな官民連携の

仕組みである、行政や民間事

業者及び資金提供者等が連携

する「ソーシャル・インパク

ト・ボンド（SIB）成果報酬型」

を提案する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 健康診査について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 生活習慣病予防政策に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 生活習慣病の予防と早期発見のための健康診査の受診率について伺う。がん検

診、国保特定健診・後期高齢者医療健康診査、短期人間ドック、特定保健指導

のそれぞれの受診率を踏まえ、どのように分析するのか。見解を伺う。 

 

② ３０歳代の国民健康保険加入者対象に実施されている短期人間ドックについて

伺う。その導入目的と受診状況を踏まえ、今後どのような取り組みが必要と考

えるのか。周知方法等の工夫も必要と考えるがどうか。見解を伺う。 

 

③ 受診方法・期間について伺う。本市では、個別健診（個人で予約・指定医療機

関）であり、期間は６月から４か月間（８月を除く）である。集団健診（決ま

った日時・会場）も選択でき、期間も６か月程度の自治体もある。受診しやす

い環境整備のために、現在の方法に加え、検討してはどうか。見解を伺う。 

 

④ 自費で受診した人間ドックの結果や職場健診の結果を提出した人に対して、オ

リジナルグッズや健康ポイントを付与している自治体もある。他の健診データ

の提供による効果や受診率向上等を鑑み、導入してはどうか。見解を伺う。 

 

 

① 生活習慣病予防施策である、減塩・糖尿病対策等について伺う。本市の取り組

みの現状と課題をどのように分析・評価しているのか。見解を伺う。 
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⑶ 多様性に対応した健康

診査（検診）等について 

 

 

 

⑷ 風しん対策について 

 

 

 

 

⑸ がん対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 学童期からの児童生活習慣病予防事業の拡充について伺う。市内の全小学５年

生児童対象に血液検査が行われており、サポートの必要な児童には家族を含め

た健康教室等を実施している。その後、どのようなサポートをしているのか。

中学校に入学以降、対象学年を決め、血液検査等を導入してはどうか。見解を

伺う。 

 

① 多様性に対応した健康診査等について伺う。障害をお持ちの方や、母国語が日

本語ではない外国の方に対して、健康診査のお知らせ・受診方法等、多様性に

対応した取り組みはあるのか。見解を伺う。 

 

 

① 健康診査のお知らせで告知されている、風しんの抗体検査・予防接種について

伺う。４０歳から５７歳（今年度）の男性対象に実施されるが、より利用しや

すい仕組みとして、対象者に対してどのような工夫がされているのか伺う。 

 

 

① 小児がん（網膜芽細胞腫）について伺う。小児がんの中でも、網膜芽細胞腫は

「白色瞳孔」や「斜視」の症状が現れるので、家庭等でも周知できれば早期発

見につなげることができる。小児がんの早期発見のためのそうした啓発も重要

と考えるがどのような取り組みを行っているのか。さらに、乳幼児健診時の医

師検診の「眼」の項目に「白色瞳孔」を追加してはどうか。見解を伺う。 
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⑹ アクティブ・ライフの取

り組みについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 胃がん検診による胃内視鏡検査ついて伺う。年齢による推奨から、ピロリ菌感

染者等のリスクに応じた検査の導入及び除菌治療の補助も必要と考えるがどう

か。見解を伺う。 

 

③ 乳がん検診について伺う。特に高濃度乳腺が多い４０歳代を対象として、超音

波検査（エコー）による乳がん検診は有効である。助成を実施している自治体

が増加傾向である。本市においても、対象者へ導入してはどうか。見解を伺う。 

 

④ 日頃の乳がんセルフチエックのサポートについて伺う。入浴時に使用できる「乳

がんチエックシート」を乳がん検診者に無料配布している自治体がある。本市

においても早期発見のサポートツールとして導入してはどうか。見解を伺う。 

 

① 人生１００年時代を生きるための健康寿命の延伸の取り組みについて伺う。フ

レイル（虚弱）対策の取り組みについて、啓発やチエックの方法等は構築でき

ているのか。また、超高齢化社会を見据え、フレイル予防のサポーターを養成

していく必要性もあると考えるがどうか。見解を伺う。 

 

② 認知症サポーター養成について伺う。幼少期から認知症を正しく理解するため、

幼稚園・保育園の年長組に対して、認知症サポーター養成講座を実施している

自治体もある。本市における小中学校取り組みの現状を踏まえ、幼少期より実

施していく効果もあると考えるがどうか。 
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⑺ ソーシャル・インパク

ト・ボンド（SIB）につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 認知症サポーターの活躍の場の拡大について伺う。認知症サポーターと認知症

患者やその家族等と連携した仕組みはあるのか。今後の展開について伺う。 

 

④ 介護予防施策の新たな取り組みについて伺う。買い物と体操・リハビリ等の介

護予防をコラボした施策等、他市町において始まっている。本市においてもこ

うした取り組みは必要と考える。具体的に検討されているのか。見解を伺う。 

 

⑤ せと健康マイレージについて伺う。実施状況を踏まえ、課題をどのように捉え

ているのか。また、介護予防や認知症対策との連携等は検討されているのか。

見解を伺う。 

 

 

① 健康と福祉のヘルスケア分野における、社会問題の解決を目指す手法について

伺う。「ソーシャル・インパクト・ボンド（SIB）成果報酬型」は、官民連携の

仕組みの一つで、行政や民間事業者及び資金提供者等が連携して、社会問題の

解決を目指す成果志向の取り組みである。世界の事例や国内の事例においても、

様々な分野でも期待されているが、特にヘルスケア分野で効果があるとされて

いる。こうした手法の導入について検討してはどうか。市長の見解を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


